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1. 研究紹介

キノリンおよびイソキノリン部位を有する蛍光性七座配位子による
亜鉛とカドミウムの識別 

奈良女子大学大学院 人間文化研究科

金田 みのり

ram_kaneda@cc.nara-wu.ac.jp

本研究では、2,6-ルチジレンジアミン骨格にキノリンおよびイソキノリンを導入した七座配位子
を合成し、金属イオンに対する蛍光応答について考察した。キノリン体 N,N,N’,N’-tetrakis-
(2-quinolylmethyl)-2,6-bis(aminomethyl)pyridine (TQLN)は亜鉛に、イソキノリン体 N,N,N’,N’-
tetrakis(1-isoquinolylmethyl)-2,6-bis(aminomethyl)pyridine (1-isoTQLN)はカドミウムに選択的
な蛍光センサーとして機能することが分かった。

カドミウムイオンは高い毒性を示すため、環境

中および生体内においてカドミウムイオンを検出

できる蛍光センサーの開発が注目されている。し

かし、カドミウムは同族元素である亜鉛との識別

が困難であり、いかにそれぞれを選択的に検出

できるかが課題となっている。本研究では、一般

的にカドミウム錯体が七配位構造をとりうるという

特徴に注目し、七座配位子として 2,6-ルチジレン
ジアミン骨格にキノリンを導入した TQLNおよび
イソキノリンを導入した 1-isoTQLNを合成し、金
属イオンに対する蛍光応答を考察した 1)。

1-isoTQLNは期待通りカドミウムイオンに特異
的な蛍光増大を示したが、TQLNは亜鉛イオン
特異的蛍光増大を示した(Fig. 1)。TQLNおよび 1-isoTQLNのいずれも亜鉛、カドミウム以外
の金属イオンに対してはほとんど蛍光応答を示さなかった。滴定実験より、1-isoTQLNは亜鉛
に対する親和力が弱いために蛍光増大が小さいが、カドミウムに対する親和力が強いため

に顕著な蛍光増大を示すことが示唆された。一方 TQLNでは、配位子に対する親和力はカド
ミウムと亜鉛で大きな差は見られなかった。しかし、X線結晶構造解析より TQLN-Zn錯体はキ
ノリン環同士が近づきやすい構造をとり、分子内エキシマ

ーを形成しやすいことが示唆された(Fig. 2)。したがって、
TQLNは金属イオンとの親和力の違いではなく、亜鉛と
の錯形成時に分子内エキシマーを形成しやすいために

亜鉛選択性を示したと考えられる。以上のように本研究

では、キノリンとイソキノリンの置き換えにより、標的金属の

異なる 2つの蛍光センサーの開発に成功した。
1) Y. Mikata et al., Dalton Trans., 2017, 46, 632-637.
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2. 2017年度 SPACC年会のご案内 (8月 21日開催)

今年度から、International SPACC Symposiumが海外で開催される年には、国内で SPACC年

会を開催することになりました。今年は、下記の要領で大阪市立大学にて開催いたします。プ

ログラムは、基調講演、招待講演、ポスター発表（ポスターショートトーク含む）を予定しておりま

す。皆様のご参加をお待ちしております。 

日時：     ８月２１日（月） １３時～１7時 30分 

場所：     大阪市立大学学術情報総合センター１階文化交流室 

特別講演： 矢野重信 (ミネルバライトラボ・奈良女子大学) 

次世代貴金属錯体抗がん剤の開発 

~転移・浸潤を抑え込む癌細胞に発現する CDCP1蛋白質を標的とする貴金属 

  錯体~ 

招待講演： 佐藤哲也 (大阪市立大学) 

小倉俊一郎 (東京理科大学) 

岡村将也 (分子科学研究所) 

作田絵里 (長崎大学) 

懇親会：   大阪市立大学学術情報総合センター１階 野のはなハウス １８時～２０時 

一般講演はすべてポスター発表といたします。 

また、ポスター発表にさきがけて、ショートトークセッションを設けます。 

講演・参加申込： 

７月３１日までに講演題目・発表者・所属・懇親会出欠・申込者氏名・所属機関および連絡先メ

ールアドレスを E-mail(spacc2017@ocarina.osaka-cu.ac.jp)までお送りください。 

参加費 

      正会員:   3,000円 

      非会員: 5,000円 

      学生会員: 1,000円 

      懇親会:   4,000円 

共催: 大阪市立大学人工光合成研究センター 

触媒学会 生体関連触媒研究会 
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3. SPACC24について
The 24

th
 International SPACC Symposium (SPACC24)が、2017年11月22日(水)〜25日(土)

にJames Wright 先生とChristian Hartinger 先生のお世話で、The University of Auckland

（ニュージーランド）にて開催されます。奮ってのご参加を、よろしくお願いいたし

ます。 

First Circularは、ニュースレター6月号に記載しております。ご参考ください。

Auckland City 



4. 今後の行事予定一覧表

SPACC年会 2017

場所: 大阪市立大学
アクセス: JR 阪和線杉本町駅、下車、東口すぐ
日時: 2017 年�8 月�21 日(月)
担当: 天尾 豊 (大阪市立大学)

お問合せ: amao@sci.osaka-cu.ac.jp 

The 24th International SPACC 
Symposium (SPACC24) 

場所: オークランド大学 in NZ
会期: 2017年 11月 22日(水)~25日(土)
担当: Prof. James Wright (オークランド大学)
Prof. Christian Hartinger (オークランド大学)
担当 (日本側): 三方 裕司 (奈良女子大学)
お問合せ: mikata@cc.nara-wu.ac.jp

ニュースレター担当への問い合わせ方法

 ご研究紹介等、SPACCニュースレターへの
ご寄稿をしていただける場合や、本会が主催ま

たは協賛するシンポジウムの情報は、事務局

までお気軽にお知らせください。

SPACCミニシンポジウム主催者募集

会員の皆様の活発な情報交換のため、ミニ

シンポジウムを開催していただける会員様

を募集しております。研究会からの助成があ

りますので、ご興味のある方は事務局までご

連絡ください。

先端錯体工学研究会事務局

E-mail: jimukyoku@spacc.gr.jp
東京医療保健大学大学院 松村有里子

The 24th International SPACC 
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